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喀痰ト共二排出セラルヽ結核菌ノ多少乃至ハ有

無ノ検索ハ、肺結核ノ診断治療址二像後判定二

開シ重大ナ役割列寅ズル。従ツテ軍純塗抹標本

ニテ殼見シ得デル程度ノ結核菌ノ検出ヲ目的ト

シテ、従来多数ノ集菌法培養法動物接種法等が

考察登案登表サレテヰル。是等ノ中培養法ハ最

モ優レタ成績テ奉ゲ、且動物接種法二比シ短期

間内二結果テ判定シ得ルノミナラズ、費用少額

操作簡便ナル長所ヲ有スル。然シ乍ラ培養法モ

結果判定迄二最短十散日尹費シ、急ヲ･要スル場

合ニハ尚隔靴掻岸ノ恨ガアル。従テ緊急ノ検索

二於テハ是非共優秀ナル集菌法ラ必要ドノ､ル

ノデ｀アノレ。

集菌法二開人ル文献ハUhlenhｕth(1)氏｢アッチ

ホルミン｣法以降其改良法(2)― (6)グケデモ其数甚

グ多ク、近時更ニDold(ｙﾉ尿素法Jｕｎｇｍａｎｎ(s)

ノ酸・域・酸素法等力新シキ方法が登場スルニ至

ツタ、、是等諸方法ノ主眼トスル所ハ多クノ場合

喀痰ノ均等化及ビ操作ノ簡易化ノ２鮎デつレガ

多クノ方法二於テハ操作二短クトモ倣時間長キ

ノヽ数日間ヲ要シ、且ツ遠心ニョツテ生ジタ沈澄

ヲ･生理的食盟水二洗條シ再ビ遠心サ繰返サネバ

ナラタ。然ラデレバ染色ノ際二流出シテシーフ

カ叉ハ汚磋ナル標本が出来ルノデアル。最近

(PAi｀ｉｅｎｚｏ(9)氏ハ｢フェノール｣及｢アムモこｰこア｣サ

用ヒテ喀痰均等化ラ簡易化セント企テ、優レタ

集菌成績リ･得タト報告シｆヰル。其方法八次ノ

如クデアル。目]'チ８ｃｃノ蒸紹水ニ1.5CC ; ＼%

｢フェノール｣溶液及ビ0．５ｃｃノ｢アモこア｣ﾌkヲ

加へ、該混合液ザ喀痰二等量二加へ攬絆振版シ、

次デ37°Ｃノ孵卵器中ニ10―12時間放置シ、後

遠心スｙ、沈漬ハ馥し

戴物硝子二塗抹シ、Ziehl-Neelsen氏法々以テ

染色スルノデアル。

余ハd'Ａｒｉｅｎｚｏ氏法ノ追試中同法ヲ更二簡易

化セント試ミ、次二述デル如キ方法こ一一･到達シ

タ。之ハ昭和13年11月豪劈醤學會總會二於テ

栓1oj教授ニョリd'Ａｒｉｅｎｚｏ佐カ木改良法トシ

テ紹介セラレタモノデアル。

　

方

　

法

試験管内二喀痰約２ｃｃリ･探リ、之ｙ･等量ノd'

Arienzo氏試薬テ加へ割箸テ用ヒテ充分二攬絆

スル。次デ試験管底テ火焔上ニテ温ｙツツ振版

シ、漸次試薬ヲ･追加シ全量ヲ･使用セル喀痰ノ凡

ソ7－8倍タラシノル。更二之ヲ沸騰セル重版

煎中二約30分入レ置ク時ハ、喀痰ノヽ全夕均等化

セラレル。此均等液ラ3000廻韓15分間遠心シ、

沈澄ハ洗滞再遠心ハIZヽ要ナク、ソノーヽ戴物硝

子二塗抹シ、50°－70c)Ｃノ乾燥器中－テ乾燥セ

シノル。原法デハ塗抹二際シ、血清叉ハ卵白ノ助

ヶテ要フヽルノデアルガ木改良法デハソl／ノヽ不要

デアル。染色法トシテハＯso1(11)氏法卜り目ヒタ。

　

検査成績

Ａ．

　

軍純塗抹標本デ１覗野1－5匹カラ100硯
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野ニ1－5匹ノ程度二結核菌陽性ナル喀痰29例

二就キd'Ａｒｉｅｎｚｏ佐々木改良法ラ行ツテ比較

シタ成績ノヽ第１表ノ如クデアル。

　　

第１表

　

単純塗抹標本陽性喀痰/ d'Arienzo-

　　　　　

佐々木法検査成績(29例合計)

よく 単純塗抹標本 d'Arienzo-佐々木

結核菌敷 1434 13017

比 １ ９．１

創]チ29例ノ喀痰二就キ軍純塗抹法及本改良法

ヲ･同時二行ヒ、各標本毎ニ100朧野中ノ菌数ラ

計算シ合計セルー、軍純塗抹標本ニテノヽ1434、

d'Ａrｉｅｎｚｏ佐力木改良法ニテノヽ13017ノ結核菌

ヲ･我見シタ。

　

印]チd'Ａrｉｅｎｚｏ佐々木改良法ニ

ョリ軍純塗抹標本ノ9．1倍ノ菌ヲ検出シ得タ。

尚通常集菌法ノ成績ヲ論ズルニ常ツテ次二述・ヽヽご

ル如ク軍純塗抹標本上結核菌陰性ナル喀痰何例

中何例二於テ陽性ヲ示シタト４フヤウナコトカ

ラ判断ラ下シテヰル場合が多イヤウデアルガ、

此数字ノヽ検索二用フル喀痰ノ選揮如何ニョリ

爰化シ得ルモノデ、文字通り結核菌陰性ノ喀痰

ナラバ如何ナル方法モ無銭ナルコト勿論デア

ル。

　

ソレ故集菌法ノ成績テ論ズルニ常ツテハ、

本項二述・ヽごタヤウナ方法ニョルベキデアルト信

ズル。

Ｂ。軍純塗抹標木ニテ菌陰性ナル喀痰ニd'Ａｒi-

enzo佐力木法ラ行ピクル成績。

軍純塗抹標本デ常二菌陰性ナル結核患者喀痰二

對シ

　

d'Ａｒｉｅｎｚｏ佐カ木法テ施行シタル成績ハ

第２表二示ス如クデアル。

　　

第２表

　

単純塗抹標本陰性喀痰ノd'Ａｒｉｅｎｚｏ-

　　　　　

佐々木法検査成績(19例)

単純塗抹標本陰性
d'Arienzo一佐々木

陽　性　　陰　性

19 14 ５

印]チ軍純塗抹標本デ常二菌陰性ナル喀痰19例

中14例二於テ菌ヲ検出シ得タ、、前述ノ如ク此

数字ハ決シテ躍賓ナモノデハナ４が、兎モ角本

法施行ニョリ軍純塗抹陰性ノ喀痰標本カラカナ

リ屡々結核菌ヲ登見シ得ルコトガ分ル。

　

結

　

論

1．

　

d'Arienzo氏結核菌集菌法ラ改良シ其操作

二就テ記述シタ。

2．此d'Ａｒｉｅｎｚｏ佐々木改良法一於テノヽ所要

時間ノヽ原法ノj/lo以下二短縮サレル。

3．

　

本改良法ハ操作比較的簡軍デ且沈流が先酸

再ビ遠心スル要ナク、塗抹二際シテモ原法ノ如

ク血清卵白等ノ媒介ヲ･必要トシナ４．

４．

　

本改良法ニョル結核菌検出卒ハ軍純塗抹標

本二比シ凡ソ９倍デアル。
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